









The purpose of this study was to clarify some points of an active learning class in theory of sports product 
and to try to build an effective active learning theory using them. SCAT which is one of qualitative 
studies was used for the research method. In the active learning class, students made a new sports which 
nobody had played. In this study, following two points were clarified. First, students began to recognize 
the importance of the active learning class. Secondly, they felt that their level of comprehension of theory 
in sports product was improved by the active learning class activities. 
 




































































































5. 疑問・課題を記入する  
6. ストーリーラインの作成  
7. 理論記述の作成  
 
スポーツ用品論の授業概要  
履修人数は 22 名（前期は 77 名）。授業の
シラバスは以下に示した通りである。  














































z 想定している対象者は誰ですか？  
z その対象者を想定した理由を記述してく
ださい。  
z 具体的な構成要素を考える  












































































   











































































































































































































































熟 達 を 早 め 、 深 化 さ せ る 方 法 」 RMS 
Message vol.37 pp.3-5,2014 
3)  松田直浩、森幹彦、喜多一「プロジェク
ト型学習 (PBL)における WBS の活用とそ
の 導 入 手 法 の 提 案 」 Journal of the 




ざ し て 」 The Annual Report of 
Educational Psychology in Japan 2001, 
Vol,40,pp.45-47 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2016 年 4 月 1 日  
 





3. 原稿の取捨及び掲載の時期は、本編集委員会において決定する。  
4. 本誌に掲載された原稿は、原則として返却しない。  
5. 原稿は原則として、ワードプロセッサーを用い、A4 版横書き、全角 40 字 30 行 (英文綴





…1)、2)、……  (1)、 (2)、……a)、b)、……（a）、（b）、とする。  
















10.  総説、原著論文、研究資料の原稿には、必ず別紙として、欧文規程 5.a)．b)．c)に従った
欧文 (原則として英語 )による 300 語以内の抄録を添える。なお、同時に欧文抄録の和訳
文を添付することを原則とする。  
11.  掲載論文の別刷りを希望するときは、その必要部数を、あらかじめ編集委員会に申し込
み、原稿第 1 ページに「別刷り何部」と朱書する。なお、50 部を超える別刷りの費用は
寄稿者負担とする。  
49
12.  寄稿論文は下記に送付する。  




II.  欧文規程  
1.2.3.4.は和文規程に同じ  




b）用紙の上端、下端及び左端は約 3 センチ、右端は約 2.5 センチの余白を置き、ほぼ
27 行にわたって書く。ページ番号は下端余自中央に書く。  
c）欧文による題目の下に著者名 (ローマ字 )、更に著者名の下に所属する機関名を正式英
語名称に従って書く。  
6. 原稿は原則として 1 篇につき、図表抄録を含めて刷り上がり 19 ページ以内とするが（刷
り上がり 1 ページは、おおよそ 600 語である )、ただし、このページ数を超過した場合、
あるいは特別な印刷を要した場合には、その実費を寄稿者が負担する。  
7.8.9 は和文規定に同じ。  
10.  原稿には、必ず別紙として、和文による題目・著者名・所属機関および抄録（600 字以
内）を添える。  
11.12.は和文規程に同じ。  




1 委員長  小林 寛道  
2 委員   館 俊樹  
3 委員   山田 悟史  
4 委員   大沼 博靖  
5 委員   住田  健  
 
  
